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これからの
地域DOTSスタイル
の構築
新たな結核対策の時代に向けて

太成学院⼤学 看護学部
有⾺ 和代

1

DOTS事業の本質に
立ち換えてみよう！

2
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1998年 CDCポーラー藤原があいりん地域を視察し、
⼤阪・⽇本はDOTSを導⼊すべきである。
市⻑に掛け合うということで、市⻑、局⻑会⾒が⾏われた

3

⽇本では

今回の事業
慣習を
ぶち破る

4
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どうしたら？
うまくＤＯＴＳ事業が
日本に・大阪に
定着できるのか？

この方法で
結核の患者が
減ってくるのか？

悩む

5

DOTSとは
（直接監視下服薬確認）

Directly Observed Treatment Short-course

結核患者の治療完了をめざし、多剤耐

性患者をつくらないようにするため、患
者の目の前で確実に抗結核薬の服薬

（DOT）を行い、患者の治療成績を報告し、

その評価を行う戦略のこと

6
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A： 治療中断
リスクの
高い患者

拠点型
月～金曜の毎日社会医療ｾﾝﾀｰへ通い

支援者が服薬確認
インセンティブ・・栄養ドリンク

あいりん
DOTS

・菌陰性患者からスタート
・最初は、飲んだらすぐ帰る状況でしたが・・・
・DOTSが進むと、腰を据えて話始める・・・

日本版DOTSのはじまり

7

わしらは、いつも人から足蹴にされ、
ほっとかれてきた人間や！でも看
護師さんは、わしらの結核を治すこ
とに親身になってくれ、
こうして待っていてくれる

あいりんＤＯＴＳの風景

8
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DOTSは、

患者と向き合い

患者の声に耳を傾け

患者に寄り添うことで

患者とのより良い関係づくりができる

その⼈全体を⽀える

DOTSは“服薬管理”
というのではなく

9

ここで、

再度おさえておきたい事は、

10
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高齢者の患者さんの中で、シーツの上に
白い薬が落ちたことに気づいていなかった。

①飲めていな
い⼈がいる

当時の羽曳野病院で
試行的に実施した院内
DOTSの様子

11

長期間の内服において
飲み忘れることがある

症状が無い中での
継続内服は困難

②人は

③誰もが

服薬支援が必要と理解され
DOTSが進められてきた

12
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そんな状況下

２０２０年から猛威をふるう新型コロナウ
イルス感染症に３年間も立ち向かった

患者数が多す
ぎるため

新任期保健師等
バーンアウトした現状

患者対応を電話で
せざるをえない現状

13

ここでまた、
押さえておきたいこと！

〇結核患者への対応は、
「新型コロナ感染症で対応していたよ
うな電話で全て行えるものではない」
ということ

特に新任期保健師

コロナは急性感染症で

あり、対応期間が短か
いため結果的に電話で

も乗越えられた

結核は慢性感染症であり、

対応期間が長期であるため、
患者と保健師との
関係づくりが重要

14
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これからの結核対策は変革が必要

外国人労働者人口の増加
背 景

課 題
★外国人労働者の結核対策の充実強化

言葉の壁・習慣の違い
・宗教の問題

入院期間を世界基準に
（入院期間の短縮）

地域DOTSの長期化

新たな地域DOTSのスタイルを構築する
必要性がある

〇少子高齢社会からの労働力の減少

患者層が
変化

15

例えば

・コロナ禍は、対⾯DOTSが困難
・結核予防会結核研究所が開発
したメール形式
「飲みきるミカタ」が活⽤
（多⾔語に対応）

・⾮対⾯式DOTS⽅法の活⽤には

・患者と保健師等がお互い信頼し
あえる関係となっているかが
⼤切︕

16
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・DOTSは、服薬確認を行うだけの事業ではないから。

・患者との信頼関係を築くための一つの手段であり
保健師活動の原点となる活動

・コロナ禍の時のような電話での対応で済ましても
いいんだ。

・感染症対応は、電話でやれる。メールで服薬確認
していける

地域DOTSの期間が長くなったから

なぜならば

という考えで
DOTS対応して
いると

信頼関係の構築の壁にぶち当たる

【懸念されること】

患者との長期間の関わり
が必要であるがゆえに

17

どうすれば

この患者が服薬
できるようにな
るのか？

どんな方法で
あれば、継続
的に服薬でき
るのか？

患者を中心とした
患者支援のあり方
を考えることが大切

18
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・DOTSを通して、患者の生活全体を看て、

・結核や合併症の治療支援やQOL向上の支援を行うそのプロセ

スの中で

・患者との信頼関係が構築され、

・患者は安心して内服ができ、結核が治癒に向かっていく

我々は、

・この「新しい退院基準」となった時から
改めて、感染症対策の原点に立ち返る時期にあると思われる。

これらのことが理解され、良いDOTSが進められてきたからこそ

日本の結核罹患率を減少させることができた

19

色々な人々と
力を合わせて

新たな対策に挑戦！

DOTSの原点を
大切にして

20
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